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自給飼料としての牧草サイレージ(以下GSと略す)とトウモロコシサイレージ(以下CSと略す)

の本来保持している飼料価値を再認識し、最大限利用することによる低コストでの乳生産を実現する

ために、 GS・CS各々の単一給与及び両サイレージの組み合わせ給与をにして、乳牛の採食量・乳生

産量・乳成分等について検討した。

材料と方法

GSはオーチヤードグラス主体混矯草地を 1990年 5月下旬に出穂期で刈り取り、予乾後lζ本学附

属農場の気密サイロで調製した。 CSはノミイオニア中生種(90日)を供試し、 1990年9月下旬に黄

熱後期で刈り取り、簡易パンカーサイロで調製した。また両供試サイレージの粗蛋白質と可消化養分

総量 (TDN)の不足分を補うため、大豆粕・乾燥ビール粕・フスマ・圧ぺんトウモロコシの 4種類

の補助飼料を使用した口

ζ れから供試サイレージと補助飼料を、平均乳量7，∞0---8，000K9、 2---4産次で分娩後日数 60---

100日(平均分娩後日数 73日)、日産乳量約30K9前後の乳牛9頭に給与し、 1期 21日間で 3期の

ラテン方格法によって泌乳試験を実施した。

表 1. 供試飼料の給与方法と給与量

処理区 供試飼料{自由採食) 補助飼料(制限給与)

トウモロコシサイレージ区 CS単一給与 大豆粕 2. ラk9/日

(C S区) (乾燥ビール粕 1. 5 k9/日

組み合わせ給与区 (MS区) C S. GSを 大豆粕 2. Ok9/日

乾物比 1: 1で混合して給与 (フスマ 2. Ok9/日

給与方法と給与量lと

については表1.に示

した。各処理区の供

試サイレージは自由

採食とし、補助飼料

は各処理区とも原物

で 1日4.0K9を朝夕

(大豆粕 1. 0 k9/ 
〆 2.0K9ずつlζ分けて

圧ぺんトウモロコシ 3. Ok9/日

牧草サイレージ区 (GS区) GS単一給与

給与したロ

供試牛は運動場を付設したフリーストール牛舎で飼養し、朝8時 30分、タ 5時 30分に回転式搾乳

室で搾乳した。なお飲水及び喫塩は自由とした。

結果と考察

供試サイレージの組成を表2.~ζ示した。 CS の水分含量は約 70% 、 GS の水分量は約 50~らであっ
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表 2. 供試サイレージの組成

ADF 推定TDNCSは収穫時期が

黄熟後期で、子実含

量が多かったため、

一般的な数値1)に比

べ、 TDN含量が若

干高い値であった。

一方GSはマメ科

牧草の混入が少な

pH  水分 粗蛋白質

% 乾物中%

トウモロコシサイレージ 3. 84  69. 7 8. 5 27. 2 69. 1 

牧草サイレージ 4.5749.8  13. 4 40. 0 58. 4 

備考. 推定TDNは、阿部ら2)の回帰式より算出

かったために、組蛋白質、 TDN含量共に若干低めであった。

表 3. 供試牛の採食量

総採食量 サイレージ採食量粗飼:浪飼 総乾物採食量

原物量乾物量 乾物量 (乾物) 総乾物量/生体重総乾物量/代謝休重

一一一一一 k9/日 顕一一一 % 9/LWk90・75

トウモロコシ 55.7 19.1 15.7 82: 18 3.1 153.5 

サイレージ区

組み合わせ 51.2 22.4 19.0 85 :'15 3.5 177.1 

給与区

牧草サイレージ区 39.8 21.3 17.9 84・16 3.4 167.0 

※ ※※  ※※  ※ ※※  

備考. ※※: 1 9ら水準で有意差あり ※: 59ら水準で有意差あり

供試牛の採

食量を表3.に

示した。各処

理区とも給与

した補助飼料

を全量採食し

ており、総乾

物採食量及び

供試サイレー

ジのみの乾物

採食量は、組

み合わせ給与

区(以下MS区と略す)と GS区が、 CS区に比べ、て有意に多かった。乾物採食量での供試サイレー

ジと補助飼料との比(粗濃比)でも CS区に比べて他の 2処理区の比率が高かった。また生体重当た

りの総乾物採食量の割合及び代謝体重当たりの総乾物採食量でも、 CS区に比べて他の 2処理区が有

意に多かった。

供試牛の栄養充足

率を表4.に示した。

日本飼養標準3)にお

ける養分要求量と比

較すると、乾物・粗

蛋白質・ TDNとも

100 %を超え、要求

量を充足していた。

供試サイレージのみ

で考えると、 MS区

表 4. 供試牛の栄養充足率

DM  CP  TDN 生産粗効率

% 

トウモロコシ 1 06 1 1 5 1 03 34. 2 

サイレージ区 (87) (54) (82) 

組み合わせ給与区 1 25 134 1 1 2 3 1. 5 

( 1 06) (85) ( 9 1 ) 

牧草サイレージ区 1 1 8 123 100 35. 5 

(99) (95) (77) 

備考. 日本飼養標準の養分要求量と比較()内はサイレージによる
充足率
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がCS区やGS区に比べてTDN・CPのノミランスが良く、充足の度合いも高く、充分な乾物量を採

食していた。

乳生産量と乳組成を表 5.~ζ示した。実乳量4%FCM乳量ともに、処理区聞に有意な差が認められ

ず、また乳成 表 5. 乳生産量と乳組成

分についても

同様に差は認

められなかっ

7こ。

摂取TDN

トウモロコシ

サイレージ区

組み合わせ給与区

量と 49らFC 牧草サイレージ区

M乳量から算

出した生産粗

笑乳量 4%FCM乳量

一一一 1<9/日.頭一一一一

26. 0 24. 9 

25. 8 25. 0 

26. 2 25. 5 

n s n s 

効率4)を比較
備考. ns:有意差なし

すると(表4.)

乳脂肪 無脂固形分 乳蛋白質 乳結

% 

3. 74 8. 40  2. 78 4. 54 

3. 77 8. 44 2. 81 4. 54 

3. 85 8. 44 2. 80 4. 56 

n s n s n s n s 

MS区において摂取TDN量に対して乳生産量が伸びなかったために、他の 2処理区に比べて低い値

を示した。

本試験での飼料費5)を、 CS乾物 1K9当たり 43円84銭、 GSを乾物 1K9当たり 40円23銭とし、

表 6. 飼量費
補尉飼料 1K9 

乳代 飼料費 乳飼比
当たり大豆粕

[サイレージ] [補助飼料] 59円、乾燥ピ

ール粕42円、
円/日.頭 % 

トウモロコシ 1 9 1 1 899 688 2 1 1 1 1. 0 
フスマ 31円、

サイレージ区 (76. 5) (23. 5) 圧ぺんトウモ
979 799 

(81. 6) 

180 9.4 
ロコシ40円、

( 1 8. 4) 

組み合わせ給与区 1 9 1 9 

牧草サイレージ区 1 957 899 720 179 9. 1 として試算し

(80. 1) ( 1 9. 9) て比較した

(表6.)。そ

れぞれの乳生
備考: ( )内は飼料費に占める割合%

乳価は 76円75銭/匂で計算

産量に対し、 CS区と GS区が 1日l頭当たり約900円、 MS区が約980円の飼料費であった口なお

供試した補助飼料の価格は 180---210円であり、飼料費全体に占める補助飼料の割合は約20%とな

るので、乳飼比は 9---11%と低く抑えるととができた。厳密な試算比較は困難であるが、購入飼料

の面からみると、自給飼料を充分に活用した場合に、低コストでの乳生産が可能であると考えられる。

摘要

泌乳牛lと対する GSとCSの単一給与及び両サイレージの組み合わせ給与を行ない、 l期21日間

で3期のラテン方格法によって泌乳試験を実施し、以下の結果を得た。

1. 総乾物採食量.サイレージ乾物採食量、生体重及び代謝体重当たりの総乾物採食量は、 MS区・
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GS区がCS区に比べて、有意に多かった。

2. 4%FCM乳量は約25K9前後で、乳生産量・乳成分とも、有意な差は認められなかった。

3. 乙の試験で給与した補助飼料の量は一律 4.0K9で、それぞれの乳飼比はCS区が 11.0 %、 MS

区が 9.4%、 GS区が 9.1%であった。

4. 良質のCSやGSを最大限採食させ、少量の補助飼料の補足によって、泌乳牛の健康を維持しな

がら低コストでの乳生産が可能である。
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